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Abstract
This is my second report of the research into Chinese intellectuals in the Republic of China Era who visited 
Korea under Japanese control（1910︲1945） and observed its society.  Huang Yanpei, the object of my re-
search this time, wrote Chaoxian, after he visited Korea for the second time in 1927.  In this paper, I intended 
to investigate into his views on some international problems around the East Asia at that time by collecting 

































28 日に新義州に到着，ソウル，仁川と回って，7 月 3 日早朝の汽車で奉天へ向け去っている4）．黄炎培
には 1911 年 7 月以後の日記が残っており，『黄炎培日記』として出版されている5）が，これによって調
べてみると，1918 年 1 月 3 日の条に「1．教育界之楽観；2．職業教育之進歩；3．僑民教育発展之希望；
4．高等教育拡張之動議；5．日本治韓之現状；6．朝鮮華僑之状況；7．国民教育与職業教育」という，
当時の彼の問題意識を表すような言葉がメモ風に記されており6），このうちの 3，5，6 辺りがこのときの
朝鮮訪問の動機としてあったものと推察される．また，同年 5 月 14 日の条では湯爾和の「東游日記」と
銭新之の「金融調査記」を参考にして，「東三省行程を定」め，8 月初めに新義州，「朝鮮都城」を訪れるこ
とを計画している7）が，計画より実行が早まったことになる．さて，この訪朝時の主な見学場所は，『日
記』によれば，日人小学校・朝人普通学校・簡易工学校・営林廠（以上 6 月 28 日，新義州），昌徳宮王家
博物館・植物園・動物園・呉武壮公祠8）（以上 29 日，漢城），景福宮・総督府博物館・王家美術陳列所・
商品陳列所（以上 30 日，同前），女子高等普通学校・男子普通学校・附属普通学校・中央試験所・工業
専門学校・私塾（以上 7 月 1 日，同前），仁川公立尋常高等小学校・商業学校・公園・築港（以上 2 日，




発言である．中朝連帯運動の一環として 1920 年 10 月 20 日から上海で開催された第 6 回全国教育会聯
合会は，各地の学校に朝鮮人学生を収容するよう呼びかけ，また，一万元を募って朝鮮人のための学校












さて，本稿で主に取り上げたいと思うのは，1927 年の 2 回目の朝鮮訪問である．その動機として，
黄炎培は『朝鮮』第一章序言には，1927 年 2 月，中華職業教育社に服務すること 10 年目を迎えたので，












作事業」の調査のための 4 ヵ月間のインド行と 6 ヵ月間の日本行に変化してきたようで12），7 月 22 日か













査している．『日記』に基づきその様子を紹介すると，次のようになる．黄炎培は既に 5 月 31 日に，
1915 年のサンフランシスコ万国博覧会で知り合いになっていた大連在住の李文権（字道衡）の紹介状を
持って大連満鉄図書館を訪れ，同館司書にして且つ著名な漢学者であった松崎鶴雄16）と面識を得ていた
が，8 月 30 日に再度満鉄図書館を訪れ，松崎を介して館長の柿沼介に面会して特別室閲覧券を贈られ，




かくして，さらに 9 月 23 日には「（朝鮮）各地の領事の名単を索め」，25 日には「朝鮮の調査事項，機
関及び訪ねんと欲するの人物を準備し」て，10 月 11 日に旅立った．途中の 13 日，奉天での日記には紹
介状を持参した 9 人の人物（日本人 7 名，中国人 2 名）の名と紹介者の名も記されており，彼なりに極め
て周到な準備をした上での朝鮮訪問だったと言えるだろう．
??????????



























11 時 10 分，平壌行きの汽車に乗る．4 日午前 6 時平壌着，商会長孟憲詩（慶興徳主人）・副会長梁鳳坡（春
盛永主人）と玄武門外の箕子の墓を見学．その他．3 時 55 分，平壌を出発．
以上のように黄炎培は朝鮮滞在中の 10 月 27 日に既に『朝鮮』の構想を練っていたのだが，大連帰着後，
11 月 9 日にはその執筆に着手し，12 月 30 日に上海に帰着した後も続行し，ほぼ 4 ヶ月半を費やして，
翌 1928 年 3 月 25 日に脱稿している．その間も特に大連では，ソウルで面識のできた日高友四郎に書簡
で「地志、天産種数之来源」について質問したり，満鉄図書館や知人から関係図書を借用したりもしてい
る．また，上海では 2 月 1 日に「新韓青年党」のメンバーの一人韓鎮教（号塩山）の訪問を受けたり，同


















85 種，朝鮮人によるものが 14 種で，それぞれ全体の 24%，65%，11% となる．ただ，中国人によるも
のは『史記』等の正史，『尚書』等の経書，『大清一統志』等の清代の地志等が大部分を占め，当時の同時代
の著作と言えるものは金毓黻の『遼東文献徴略』（1927 年）と楊守敬の『歴代輿地全図』（1903 年）のみで



















































































































3 回目は 1931 年 3 月から 4 月にかけて中国国内の青島・大連・瀋陽から朝鮮を経て日本をめぐる旅
行の途中の経由であり，『日記』によれば，4 月 3 日にソウルに着き，4 日の夜行に乗って 5 日の早朝釜
山に着き，そのまま関釜連絡船へと直行している．このときの見聞や所感は『日記』『八十年来』及び『申
報』の民国 20 年 5 月から 6 月にかけて連載された「黄海環遊記」によって窺うことができる．ソウルでの
これまで 2 回と特に異なる経験と言えば，3 日に総領事署で壬午の変関係のものを含む朝鮮亡国前の中
韓間の「重要檔案」を閲覧する機会に恵まれたこと25）と，4 日昼前に総督府で総督斎藤実に面会したこ





































調査報告≫，付印」（1927 年 12 月 30 日），「回家草《朝鮮調査合作社之回憶》，寄《蘇農》」（1930 年 5 月














































5）  黄炎培著，中国社会科学院近代史研究所整理『黄炎培日記』全 10 巻，華文出版社，2008 年．以下『日記』と略称．
6）  『日記』第 1 巻 1918 年 1 月 3 日．
7）  同上第 2 巻 1918 年 5 月 14 日．
8）  呉武壮公祠は壬午（1882 年）の変の際，清朝政府に派遣されて渡韓し，乱を平定した広東水師提督呉長慶を祭る
ため，朝鮮華僑が建てた祠．《華僑華人百科全書・社区民俗巻》編輯委員会編『華僑華人百科全書・社区民俗巻』
（中国華僑出版社，2000 年）p.416 等による．
9）  同行した蔣夢麟がその自伝『西潮』の第 25 章「東北与朝鮮」にこの訪朝時の見聞・感想等を記している．
10） 以上，小野信爾「三一運動と五四運動」（『朝鮮史叢』第 5・6 合併号，1982 年）p.75 による．なお，金文淑は，
1921 年 8 月上海で成立した中韓互助社のメンバーの一人となった人物（『独立新聞』1921 年 8 月 15 日）と見られ
る．




12） 『日記』第 2 巻 1927 年 5 月 24 日の条等．
13） 同上 7 月 22 日の条に「午后 , 始請侯培祺君来授日語．（中略）約定毎日午後一時起」とある．








17） 『日記』第 3 巻 1927 年 9 月 27 日．
18） 同上 1927 年 9 月 28 日．
19） 『八十年来』「蔡元培教育法」において，黄炎培は 1901 年，南洋公学入学後，蔡元培に「和文翻訳法」なるものを
教わったと述べている．黄はもともと日本語の読解にある程度慣れていたようではある．
20） 以上みな『日記』第 3 巻．金慶章については上海県県志編纂委員会編『上海県志』（上海人民出版社，1993 年）第
32 篇（一）人物伝記による．
21） ちなみに，この朝鮮訪問の所要経費として黄は 1928 年 7 月 6 日に計 8,000 元を受領している．『日記』第 3 巻同










25） 『日記』第 3 巻 1931 年 4 月 3 日の条，及び「黄海環遊記（一〇）」（『申報』民国 20 年 5 月 22 日）．
26） 『日記』同上 4 月 4 日．
27） 『日記』第 3 巻 p.309 では 5 首続けて 4 月 3 日の日付よりも前，すなわち 2 日の条の後に記されているが，黄炎
培が 4 月 3 日に宿舎に帰着後，日記をつける際，備忘のためか，詩句を最初に書き記したため，こうなったも
のと想像される．
28） 「黄海環遊記（九）」（『申報』民国 20 年 5 月 21 日）．
29） この後引かれている詩句は，『日記』のものと若干の字句の異同がある．
30） 釈尾春芿『朝鮮併合史　一名朝鮮最近史』（朝鮮及満洲社，1926 年．2007 年，オークラ情報サービス株式会社
より復刻版）．
31） 「黄海環遊記（九）」．
32） 「黄海環遊記（一〇）」（『申報』民国 20 年 5 月 22 日）．
33） 「黄海環遊記（二五）」（『申報』民国 20 年 6 月 8 日）．
34） 陳楽素は黄炎培とともに馬良を訪問したときの記録である「相老人八十年之経過談」全 5 編（『人文月刊』1930 年
第 1 巻第 2，4，5，6，7 期．後，陳楽素『求是集』第一集に収録．広東人民出版社，1986 年）を残している史学者．
35） この文章は『文萃』1945 年第 4 期にも発表されたという（未見）．また，鄒魯『回顧録』（近代中国史料叢刊第 67 輯，
文海出版社）36「内外堅苦奮闘中完成抗戦勝利」の p.700-702 に抄録されており，同書「内憂外患」p.318-32 にも
関連する事柄が述べられている．
36） 中東路事件は 1927 年，中東路（中東鉄路）をめぐって中ソの間に起こった軍事衝突．
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